
子どもたちの笑顔あふれる場所を目指して

中央第二・ゆたか統合保育所の建設が始まりました
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【フラット35】とは
　民間金融機関と住宅金融支援機構が
提携して提供する、最長35年の全期
間固定金利型住宅ローンです。
【フラット35】子育てプラスが新設
　子育て世帯や若年夫婦世帯に対し、子どもの人数
などに応じて金利を引き下げます。金利引き下げ幅
は、最大年▲1.0％です。令和６年２月13日以降の
資金受け取り分から利用できます。
※「旭市定住促進奨励金」と「旭市若者世帯住宅取得

奨励金」を受け取る場合に金利が引き下げられる
【フラット35】地域連携型と併用できます。くわ
しい内容は、住宅金融支援機構のホームページで
確認してください。

問い合わせ先
住宅金融支援機構お客さまコールセンター（10120- 
0860-35）
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住宅ローン【フラット35】を拡充

　市では、少子化や施設の老朽化などの課題に対応するた
め「旭市立保育所再編計画」を策定し、保育所の再編を進め
ています。
　計画に基づき、中央第二保育所とゆたか保育所を統合し
た、新しい保育所を建設しています。

概要
場所／ニの5127（旭市青年の家跡地）
延床面積／1,012.73㎡（園舎）
構造／鉄骨造　平屋建て
工期／令和７年１月31日まで
開所予定日／令和７年４月１日

問い合わせ先
子育て支援課保育班（☎62-5313）

統合保育所の完成予想図
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